
         

安
全
・
安
心 

そ
し
て
豊
か
な
地
域
づ
く
り 

    

大
災
害
の
発
生 

田
篭
地
区
で
は
、
平
成
24
年
７
月
に

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
世
帯
数
、

人
口
と
も
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
７
月
５
日
に
は
、
朝
倉
市
・
東
峰
村
・

大
分
県
日
田
市
を
豪
雨
が
襲
い
、
大
災

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
、
報
道

に
よ
り
そ
の
被
害
の
規
模
の
大
き
さ
、

強
さ
、
そ
し
て
犠
牲
者
の
多
さ
に
驚
く

ば
か
り
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
安
全
安
心
な
地
域
を
ど
う
し
て
つ

く
る
か
、
人
命
第
一
に
避
難
を
ど
う
す

る
か
、
常
に
検
討
し
、
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

  

 

        

先
進
地
視
察 

地
域
の
振
興
発
展
の
道
を
探
す
た
め
、

近
県
の
先
進
地
を
11
月
頃
に
視
察
し

て
い
ま
す
。
視
察
先
に
は
、
前
年
度
に

「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」

の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
受
賞
団
体
を
選

ん
で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
前
年

に
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
大
分

県
別
府
市
の
「
内
成
（
う
ち
な
り
）
の

棚
田
と
む
ら
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
を

視
察
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
視
察

先
は
、
前
年
に
九
州
農
政
局
長
賞
を
受

け
た
、
杵
築
市
の
「
農
事
組
合
法
人 

こ

め
・
こ
め
・
く
ら
ぶ
」
で
し
た
。 

            

                     

拡
大
運
営
委
員
会 

ま
ず
４
月
に
、
新
旧
の
班
代
表
者
や

運
営
委
員
、
各
部
の
部
長
、
組
織
の
代

表
が
集
ま
り
、
総
代
会
（
総
会
）
を
開

催
し
、
自
治
協
議
会
の
前
年
度
事
業
、

会
計
報
告
、
新
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案
を
審
議
し
ま
す
。
そ
の
他
に
、
自
治

協
議
会
役
員
、
班
代
表
者
及
び
班
か
ら

選
出
さ
れ
た
運
営
委
員
が
集
ま
り
、
拡

大
運
営
委
員
会
を
９
月
と
12
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
自
治
協
議
会
や
各
部
、

組
織
の
活
動
報
告
、
今
後
の
事
業
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。 

顔
を
合
わ
せ
語
り
合
う 

田
篭
新
年
会 

毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
こ
れ
ま
で
か

な
り
の
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。
毎
年
１

月
の
第
２
日
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
会

費
制
で
女
性
部
に
お
世
話
を
お
願
い
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
新
年
の
あ
い
さ
つ

の
後
は
す
ぐ
に
、
語
り
合
う
時
間
に
な

り
ま
す
。
地
域
の
話
題
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
親
睦
を
深
め
ま
す
。
住
民

が
少
な
い
地
区
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
行

事
だ
と
思
い
ま
す
。 

                    

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

自
治
協
議
会
が 

元
気
な
地
域
づ
く
り
の 

‘
今
’
を
発
信 

 

田
篭
地
区 

 

（№３） 

▲内成棚田はうきは市の「つづら棚田」と同じく、 

農林水産省から日本の棚田百選に認定されています 

▲むらづくりのヒントを得ようと

真剣な表情で視察する参加者 

▲人口が少ないからこそ、地区住民が一堂に

会し、田篭のむらづくりについて楽しく語

り合い、絆を深めています 


